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Techno-X社紹介

X線分析装置
X線検査装置

の開発・製造を行います

要素技術の研究・開発を行います

Ｘ線を用いた元素分析を行う

X線源、検出器、光学素子、ソフトetc.

要素技術の検出器を活用

⇒ 放射能測定装置の開発・製造を行っています
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FD-08Cs40 FD-08Cs100 FD-08Cs500

食品中の放射能測定装置
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食品中の放射能連続測定装置

米袋： 4bags / min

あんぽ柿 : 1 tray /2min
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NaI検出器とCsI検出器の構造の比較
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CsI検出器
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定量分析の原理

標準: C Bq/kg

検出器：I cps

機器換算係数：a Bq/kg/cps

検出器1個で試料が1個の場合（従来の計測法）

試料の濃度（Bq/kg=I×a)

試料

検出器
a=C/I

？
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システムの原理

検出器2個で試料が2個の場合

検出器2

標準試料

検出器１

a１１

a１２

検出器１

標準試料

検出器2

a２１
a２２

試料２試料１

検出器２検出器１

試料１の濃度：C1 Bq/kg
試料2の濃度：C2 Bq/kg

検出器1で得られる計数率 I1 I1=C1/ a１１+C2/ a２１ ①
検出器2で得られる計数率 I2 I２=C1/ a１２+C2/ a２２ ②

検出器１の機器換算係数：a２１

検出器２の機器換算係数：a２２

検出器１の機器換算係数：a１１

検出器２の機器換算係数：a１２

Ij=ΣCi/αi,j
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検出器１ 検出器２ 検出器３ 検出器４ 検出器５ 検出器６ 検出器７ 検出器８

トレイ位置１ 23 263 95 377 700 878 2814 2100 

トレイ位置２ 232 23 377 104 907 784 2248 2855 

トレイ位置３ 121 414 22 258 108 389 755 872 

トレイ位置４ 389 120 239 23 383 110 874 736 

トレイ位置５ 717 899 105 392 23 245 123 376 

トレイ位置６ 924 865 365 110 239 23 386 118 

トレイ位置７ 2812 2074 676 878 92 377 23 240 

トレイ位置８ 2692 3651 819 742 371 102 232 23 

試料の位置ｊ

検出器の位置i

２×４個配列の事例

機器換算係数ai,j
柿1[110] 柿10[ND]

116±31 6±35

柿9[ND] 柿8[114]

-14±39 93±33

柿6[94] 柿12[ND]

99±33 0±41

柿11[ND] 柿3[150]

2±37 148±35

Ij=ΣCi/αi,j

測定結果例

② ④ ⑥ ⑧
① ③ ⑤ ⑦

② ④ ⑥ ⑧

① ③ ⑤ ⑦
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実用化する機器のイメージ

位置敏感検出器システム

安全魚 危険魚

低BG多層遮蔽体構造
トロ箱

多素子（12×12、または48×48）検出器からの信号

Ij=ΣCi/αi,j

マトリックス処理

Ciを求める

濃度分布表示

試料の大きさ、形状が一定である食品などの検査は容易である。しかし、形状
が異なる魚介類や、ケースに収められた食品の個別の検査はできない

試料の2次元放射能能
濃度分布を表示

↓
複雑形状食品の検査を

可能にする
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開発ステップ

Proto type 1

8×8 検出素子
5cmメッシュ2次元

Proto type 2

48×48 検出素子
1cmメッシュ2次元

Proto type 2’

48×48×2 検出素子
1cmメッシュ3次元
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開発実施体制

株式会社テクノエックス
開発リーダー：谷口一雄

大阪電気通信大学
サブリーダー：松浦秀治

検出アルゴリズム構築
γ線検出素子の評価システム構築

開発部・技術部

位置敏感検出システム
位置敏感食品検査ソフト

低BG遮蔽体構造体
性能評価・現地評価

協力企業体

検出素子 ：浜松ホトニクス
信号処理システム ：アイビー
形状/濃度分布ソフト:富士ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
鉛遮蔽体構造 ：ヨシザワLA
搬入出システム ：日立造船
装置筐体試作 ：サンテック 他

開発チーム

量産化・事業化

現地ユーザー意見
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多素子CsI検出器外観
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多素子CsI検出器構造
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遮蔽体（Pb）の違い
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遮蔽体構造

Cs-total ROI/keV :510-900

外側⇒Fe 9mm⇒Pb 50mm⇒Fe 9mm⇒Cu 10mm⇒内側
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自家消費野菜等の放射能簡易測定装置

17

LLD  25Bq//kg :60sec
（２ｋｇ）

Prototype-0-1
(2X3）：試料室３００WX240DX100H

Prototype-0-2
(2X4）：試料室4００WX240DX150H
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Prototype-1

38□ (8X8) 濃度分布計測可能
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Prototype-2

8cm□ (6X6)
=1cm□ (48X48)

1cm□ (8X8)

8cm□ (2X2)
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Prototype-2

(48X48)
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Prototype-0
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Prototype-１
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Prototype-１
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開発スケジュールと開発計画の目標

Proto type 1
8×8検出システム

（5cmメッシュ2次元）

Proto type 2-1
48×48 検出システム
（1cmメッシュ2次元）

①

②

③

25年度 26年度 27年度

設計・製作

性能評価

実用化
スクリーニン
グ検査可能

設計・製作

性能評価

実証実験

実用化

性能評価

検出下限
25Bq/kg

アルゴリズム検討

製作 （2次元）

空間分解能
5cm

分解能：7%以下
信号転送速度：１frame/秒

空間分解能
1cm

空間分解能1cm
高さ方向分解能3cm

改善・3次元設計・製作

Proto type 0
2×3 検出システム
2×4 検出システム

（10cmメッシュ2次元）

Proto type2-0
6×6 検出システム

（10cmメッシュ2次元）

④

⑤ Proto type 2-2
48×48 検出システム
（1cmメッシュ3次元）

性能評価 実証実験

実証実験性能評価設計

設計・製作

実用化

実用化
実証実験

実用化


